
アイ♥クリエイト

お母さん達の活動を もっと知りたい。
　　　　　　　　　 もっとつなげたい。

日時：2015 年 2月 28 日（土）10:00-16:00
場所：三重県桑名市 /大山田コミュニティプラザ

主催：桑名女性ネットワーク　mamaすきる協力
助成 : 財団法人まちづくり市民財団／きらきら基金
後援：桑名市・桑名市教育委員会
協力：うまし国三重
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ロビー文化ホール
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イベントブース

１０：００　開催　
　　　　　　オープニングあいさつ
　　　　　　＆ゴスペル
１０：３０　桑名ゴスペルクワイア
１１：００　金田えりかバレエ教室

１３：００　桑名ゴスペルクワイア
１３：３０　「パステル」カルチャー教室
　　　
　　　　　　
　　　　　　

ステージ予定表ステージ予定表

入口

料理教室

和室

赤ちゃんもどうぞ。
モンテッソーリ教育体験

「桑名もち小麦」の
パンケーキや「納豆」美サラダ
「アイス納豆」等、随時開催

文化ホール

中会議室

ロビー





株式会社ギンビス様にご提供頂いた “たべっこどうぶつ” ビスケット





ハートの器にお花をアレンジする
教室は、大人気で、講師さんが
足りなくなった材料を取りに帰る
ほどでした。

小顔をめざした筋肉マッサージ
を体験。
ママ達の関心の高いブースでした。

様々なストーンから、自分自身を
見つめ直す体験。
アクセサリー作りも行いました。

赤ちゃんや、幼児と一緒に、お母さん達が
モンテッソーリ教育を体験することができ
ました。



地元・桑名市や三重県の食材を使った、手軽に作ることのできる料理教室を随時開催しました。

●「桑名もち小麦」のパンケーキ
●「アイス納豆（桑名女性ネットワーク共同プロデュース）」と
　「黒にんにくレストラン・ドレッシング（相可高校調理クラブ考案）」を使ったサラダ

メニュー

イベント開始時から、料理教室へかけつける親子が多く、乳幼児を抱いたまま、一緒に調理を楽しむ方々の姿が多くみられました。

桑名市長さんも、子供達の調理を応援し、作った料理を一緒に試食されました。

料理講師は、桑名市の cappana 料理教室・中村華子さん、料理教室主宰・稲垣和美さん。



■地元食材（企業食品）の PRにもつながる。

本料理教室で体験した調理は、地元食材であることを強く PR。
また、自宅でも試してもらえるように、来場者へお土産に、企業様にご提供いただいた食材を配布。

「美味しいものを、自宅でも再現できる」という楽しみや喜びを、親子で体験してもらいました。

株式会社小杉食品
アイス納豆
（桑名女性ネットワーク共同開発）

うれし野ラボ（株）
黒にんにくレストラン・ドレッシング
（相可高校調理クラブ考案）

商　品 （企業様よりご提供いただきました）

「アイス納豆」、または、「黒にんにくレストラン・ドレッシング」を
野菜・パスタにあえたサラダを作りました。

「アイス納豆」は、凍ったそのままをおやつのようにも食べてもらい、子供達には、大変好評でした。
ヘルシーなおやつとして、定着させて、地元のお母さん達が開発した地元からの新ヒット商品としたいものです。

「黒にんにくレストラン・ドレッシング」は、お母さん方からの関心が高く、素材の徹底した安全性に非常に興味を持
たれていました。

「桑名もち小麦」のパンケーキ
はもちもち食感が面白いと
人気でした。

「桑名女性ネットワーク」が開発のお手伝
を行って商品化された、器も使って、
調理を楽しんでいただきました。

ヤマモリ株式会社
雑穀がおいしく食べられる釜飯　とり
雑穀がおいしく食べられる釜飯　五目

来場者さんへの、
スタンプラリーのお土産

+
後日、女性ネットワーク
メンバーによる
試食調査結果報告提出



桑名ゴスペルクワイア／金田えりかバレエ教室／スタジオパステル　出演

約 300 名の、講師・生徒さんたちがステージ上で歌や舞踊を披露しました。
赤ちゃんを抱いたままお母さんがステージで歌う姿、お母さんたちが胸を張ってステージの上で
舞踊や歌を披露す姿はいきいきと輝いていました。
子供の舞踊を見に来ていたお母さんたちが、励まされるも意見も多くいただきました。

来場者の方には、①PR/ 体験スペース、②料理教室、③ステージ、の各所にスタンプを用意
し、スタンプラリーによって、お土産を用意いたしました。
企業様より、数多くの商品をご提供いただきました。



支え合いの精神が生まれる

私にも何かできるかもしれない

拡散する

イベント時から、FaceBook や line のような SNS を使用して、会場の様子や、展示ブースを出したお母さん達の
活動、料理やステージの様子が、来場者から投稿され、シェアされ続けました。
また、お土産の企業様からの商品も写真で投稿されていました。（PRへつながる）
そこへの反応も、「それはどういったものなんだろう？」という興味と、「自分も体験してみたい。」といったものが
多くみられ、多数の「いいね！」アクションがおこっていました。

こういったイベントをボランティアだけで行ってしまうのは、PRや集客、イベント運営が難しくなりがちです。
企業様や様々な機関のお力を、しっかりとお借りして、しっかりと結果を出してお返しする。
協業させていただく精神で、運営にプロフェッショナル性、持続性を生み出してゆきたいと考えています。

本イベントに関わった（出展者・スタッフ等）多くのお母さん達は、ほとんどの方々が、幼い子供たちを連れてき
ていました。または、途中で習い事のお迎えに出て行かなければならない、といった子育ての所用が必然でした。
少し大きいお子さんの場合、講師のお母さんを隣でサポートしていました。
しかし、この日はじめて合うというにも関わらず、講師で忙しくなったお母さんの子供をみてあげたり、少し外出
しなくてはらなないお母さんの子供をあずかったり、「気持ちがよくわかるから大丈夫」という支え合いの精神が
各所でみられました。
何かを共に一緒に行う、または仕事をする、といった時に、子育てにおけるちょっとした支え合いができることが
お母さんとしてのキャリア・経験により生まれるものです。
この母親だからこそのスピリットを、より広く、より意味ある活動に繋げてゆきたいと思っています。

本イベントへの来場者が、第 1回目にも関わらず、550 名という多くの人の興味をひいたということは、地域の中
に「同じ思いが潜在的に大きく存在する」ということを意味していると考えられます。
来場者へのアンケート結果の中には、「自分も何かできるのなら出展してみたい」という声が多くありました。
「私にも何か得意なものがあればいいのに」
「講師の人たちを見てとても刺激を受けた。私もがんばろう！」
「自分もこんなこと役にたてて、とても嬉しい！」
「赤ちゃん、パパの手をかりながら、自分も何かできる、そんな地域社会になってほしい。」
「がんばっている姿を見ていて、誇らしかった。」
といった、お母さんたちの意見が寄せられました。

桑名女性ネットワークは、より多くの女性達が地域社会の中で、小さくとも活躍できる場を築けるように、
さらには、支え合いの精神を広く大きく発揮しあえるコミュニティづくりを目指して活動いたします。
ひいては、それが私達のこどもに伝わりゆく「地域社会文化」となることを願っています。

facebook で多数、投稿されました


